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上田市立西小学校西小学校だより

新校長から保護者の皆様へ

保護者の皆様、地域の皆様はじめまして。このほど西小学校長を拝命いたしました茨木信

行と申します。よろしくお願いいたします。前任校は、学区内に別所温泉がある塩田西小学

校です。西小に縁があると感じています。西小学校は今年度創立 146 年目にあたり、上田市

内では最も歴史が古い小学校であると聞いています。校舎に入ってみると、歴史の重みを感

じると共に、大事に使っていることがわかります。また、保護者の皆様や地域の方が協力的

で、学校支援ボランティアにも大勢の方が参加してくださっています。

昨日、学校で子どもたちと初めて出会いました。「おはようございます」と声をかけると、

元気よくあいさつを返してくれうれしくなりました。元気な子ども達、温かな地域・保護者

の方々と共に楽しい学校、安心して過ごせる学校をめざして、職員一同力を合わせて取り組

んでまいります。

教育は、学校と家庭と地域が連携して行わないと効果が上がりませ

ん。子どもは、「もっと成長したい」という向上心をもっています。

欠点を指摘するのではなく、よいところをたくさん見つけ、認めてく

ださい。ほめられれば「もっとがんばりたい」と意欲が湧き、自己肯

定感が高まります。

学校・地域・保護者の皆様が連携を深め、西小学校の子ども達が心

身共に健やかに育つように、ご協力をお願いいたします。

新年度を迎えて新年度を迎えて新年度を迎えて新年度を迎えて

本日，元気な 77 名の一年生と２名の
転入生を迎え、全校児童 381 名で一学
期がスタートいたしました。

入学式では、１年生みんなが、最後
までよい姿勢で話をしっかり聞くこと
ができて感心しました。

元気な１年生になるために三つの大
事なことをお話ししました。「だれとも
仲良く」まず元気よく挨拶しましょう。
「いのちを大切にする」道路へ飛び出
しません。「じぶんでやる」朝自分で起
きて、自分で着替えましょう。
これらのことを心がけ、更に瞳
が輝く１年生になりましょう。

３０年度の重点目標３０年度の重点目標３０年度の重点目標３０年度の重点目標

本校の学校教育目標
「進んで学び，豊かな心を持って，

たくましく生きる子」
・かしこく…確かな力を身につけ、学んだことを活用

できる子
・やさしく…相手の気持ちを考えられる子
・たくましく…健全な心身を持ち，元気に遊べる子

学校教育目標の具現に向けて本年度も「４つのみ
がき」を設定いたしました。様々な教育活動を通し
て、子どもたちを育んでまいります。
ご理解、ご協力をお願いいたします。

○「かしこく」･･･学力と表現力の向上
★頭みがき
・基礎･基本が確実に身につく。
・学んだことを進んで活用できる。

★声みがき
・積極的な発表，楽しく音読･歌唱がで

きる。
・コミュニケーション能力が向上する。

○「やさしく」･･･敬意に基づく人間関係を
むすぶ

★心みがき
・笑顔で挨拶，会釈ができる。
・自他 の良さに気づき，思いやりや

励ましの声がけができる。
○「たくましく」･･･体力･精神力向上
★身体みがき
・進んで体を動かし，友と遊ぶ。

・健康や姿勢を意識し，生活する。

特
別
支
援
教
育

特
別
支
援
教
育

特
別
支
援
教
育

特
別
支
援
教
育
のののの

視
点
視
点
視
点
視
点
をををを
生生生生
か
し
た

か
し
た

か
し
た

か
し
た
指
導
指
導
指
導
指
導

新任職員の紹介新任職員の紹介新任職員の紹介新任職員の紹介

茨木 信行 校長 塩田西小より

西本 百合子 ５年１組 塩川小より

小原 聡美 １年２組 赤穂南小より

福沢 拓美 理科専科 城下小より

永井 あき子 少人数指導 東小より

滝沢 麻衣子 たんぽぽ１組 武石小より

嶋尾 泰子 心の教室 丸子中央小より

中沢 洋 たんぽぽ４組 牟礼東小より



平成３０年度 西小学校 職員の主な担当 ○…主任

学級担任 １ 組 ２ 組 ３ 組 ４ 組 ５ 組 副担任・加配

１ 年 ○山﨑 晶 小原 聡美 江原 菜穂 福沢 拓美

２ 年 ○金井 典子 内山美穂子 宮林えりか

３ 年 ○森 明美 小川 武紀 永井あき子

４ 年 ○小林 美奈 大澤 淳一 永井あき子

５ 年 ○西本百合子 小宮山翔平 福沢 拓美

６ 年 ○山﨑 秀治 池田 勇作 宮林えりか

たんぽぽ 滝沢麻衣子 細田ゆかり ○栁澤 伸一 中沢 洋 加藤 幸子

専 科 音楽・家庭科：宮林えりか ○理科：福沢 拓美

養 護 小坂 美香

少人数学習 永井あき子

支援員 秋山 恵子 岩倉 淳子

心の教室 嶋尾 泰子

図書館事務 山本あゆみ

事 務 宮下 弘美 北沢 順子

庁務員 高尾 好宏
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